
コミュニティ交通あいあいバスの車両更新 

及びダイヤ見直しの方向性について 

 

１ 車両更新について 

 あいあいバス北部循環コース系統１の車両が、耐用年数の目安である 10 年を迎えるため、

脱炭素社会に向けて、令和７年秋頃に車両更新を行います。 

 車両については、現行のディーゼル車からＥＶ車への更新を予定しています。 

車両（規格） 

現行車両 

H27.5 月導入 

北部循環コース 

系統１ 
ピンク 

日野ポンチョ 

ディーゼル 

（日野自動車株式会社） 

※ノンステップバス 

（乗客定員） 

35 名 

(ドア数) 

2 ドア 

更新車両 

R7.秋頃 

小型電気(ＥＶ)バス 

（BYD 社製） 

※ノンステップバス 

〃 〃 

 

 

 

 

２ ダイヤ見直しの方向性について（※予定） 

  令和７年秋頃にＥＶ車への更新及びあいあいバスルートの混雑状況に対応するダイヤ改正

を予定しています。また、あいあいバスの利用ニーズに合わせた見直しを検討しています。 

【方向性１】 ＥＶ車（系統１）への更新に伴う見直し 

 ＥＶ車のバッテリー容量（走行距離）に考慮し、運行途中のバッテリー切れを防ぐため、夜

間の充電に加え、日中の継ぎ足し充電の時間を確保します。 

7時

現行

変更

2分早く 4分早く 10分遅く 10分遅く

18時

③便 ④便 ⑤便 ⑥便①便 ②便

①便 ②便 ③便 ④便 ⑤便 ⑥便

（導入実績）知多半島内では 

路線バス、東海市、大府市、常滑市、武豊町で運行中 

４便～５便の間で継ぎ足し充電 

（ＥＶ車のイメージ） 

１便～２便は変更なし 



【方向性２】早朝時間帯の混雑対応 

 北部循環コース系統１及び南部コースの第１便のみ、市役所バス停を経由せずに朝倉駅へ

の到着を優先する経路（青線）を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和６年６月のバス乗降調査では、 

第１便の「市役所」バス停の降車人数は各１名、「朝倉駅前」バス停の降車人数は各９名でした。 

【方向性３】南部コースの所要時間の見直し 

 南部コースの１本の所要時間を（現行）４４分から約４８分に延長し、要所のバス停で時

間調整ができるよう全体的なダイヤの見直しを検討しています。 

【方向性４】利用ニーズに合わせた見直し 

北部循環コース系統２の始発バス停を見直し、 

第１便で西巽が丘地区、南巽が丘地区から西知多 

総合病院へアクセスできるよう検討しています。 

 

 

 

 

資料４ 

※上記の方向性については、来年度の会議で協議できるよう引き続き検討を進めます。 

現在は、 

午前８時５０分に「巽ケ丘駅西」バス停を出発しています 


